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ｙ＝ －1.3896 ＋0.2875 Q9 ＋0.2110 Q14 ＋0.5493 Q16 ＋0.2347 Q23 ＋0.2917Q28 ＋0.3059 Q29
















ｙ＝ 24.9348 ＋2.1522 Q12 ＋3.0924 Q16 ＋3.1264 Q25 ＋2.6179 Q28
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また、進路相談会などで学科の特徴を説明する点でも、本研究で明らかになった女子についての
違いは有効である。環境系の女子は「勉強したいことがあった」、「憧れている大学があった」、「学
科が学びたい分野だった」という考えが強く、対して経営系では「趣味や仲間づくりのサークル活
動」、「異性の友人（恋人）を作りたい」、「礼儀や規律を身につけたい」、「自由な時間があると思っ
た」という考えが強い。環境系と経営系で迷っている女子の受験生や、いずれかに決めたものの迷
っている女子の受験生に対し、上の特徴を提示することは、本稿の冒頭（１．はじめに）で述べた、
その後の学生生活における「学校嫌い」や「不適応感」を低減するためにも意味があろう。
質問紙による大学志望動機の調査を行い、統計的解析（ウィルコクスン検定およびロジスティッ
ク回帰分析）を行った結果、大学志望動機が同一大学、同学部内の２つの学科－経営系と環境系に
おいて異なるという仮説は、男子には妥当しない。しかし、女子については明確に支持できた。女
子は男子に較べて、成熟した志望動機を有すると考えられる。
今後は、他の情報系や文化系の学生も対象として研究することが望まれる。
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